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世界の「今」を読み解く!

新・地政学入門
株式会社あさ出版（代表取締役：田賀井弘毅、所在地：東京都豊島区）は、髙橋 洋一 著
『世界の「今」を読み解く! 【図解】新・地政学入門』を12月15日（木）に刊行いたします。
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最新情報 アメリカ中間選挙についても掲載！
地政学とは「世界の戦争」の歴史を知ることである

2022年11月29日

なぜ、中国は、台湾に手を伸ばそうとしているのか
なぜ、ロシアは、ウクライナに侵攻したのか。
ヨーロッパの団結は今なお揺るぎないといえるのか。
アメリカが自信たっぷりに自国のロジックを振りかざしてこられたのは偶然なのか。

そして、日本はこれらの国々とどう向き合い、どう世界の外交舞台で立ち回っていっ
たらいいのか。
今、アメリカ以外に、日本にとってもっともキーとなる国はインドといえるが、それは
なぜなのか

本書は、プリンストン大学で国際政治（戦争論）を専攻した著者が、「中国」「ロシア」
「ヨーロッパ」「アメリカ」という具合に、地球儀を大きく４分割して、世界の戦争の歴
史＝「地政学」を辿りながら、世界の現在と未来をわかりやすく解説。
地理的条件から世界の戦争の歴史を概観し、世界のニュースの「深層」をとらえる頭
を手に入れることができる1冊です。

図
解

地政学とは何か （本書“まえがき”より抜粋）

その国の性格、俗に「国民性」「お国柄」などと呼ばれるものの
根幹にも、地理的条件が大きく関わっているといっても過言で
はない。
これら危機意識や戦略思考が目に見える形で現れるのが、
戦争だ。置かれた地理的条件によって、それぞれの国の生き残
りや発展をかけた野心が生まれ、そこから、さまざまな戦争が
起こってきた。
すべての戦争には、地理的条件による各国なりの「切実な事
情」が絡んでいる。
そうした戦争の歴史を知ることが地政学であり、この視点を
もって世界を見つめてみることが、世界の深層をとらえる頭に
つながるのである。
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書籍名： 世界の「今」を読み解く!【図解】新・地政学入門

髙橋 洋一（たかはし・よういち）

プロローグ よりよい、より広い土地を巡る
「戦争の歴史」 ── 地政学

第１章 とにかく「広い海」が欲しい
中国の地政学

第２章 昔も今も「南」へ向かいたい
ロシアの地政学

第3章 争いを経て作られた「共同体」
ヨーロッパの地政学

第４章 かつての「世界の警察官」
アメリカの地政学

エピローグ 日本の現在と今後を考える


